第３回大阪府国民保護協議会　結果概要
平成17年12月７日(水) 14:00～14:55　
ホテルプリムローズ大阪 ２階 鳳凰　 
■ 知事(協議会会長)開会挨拶 (概要)
計画で想定する武力攻撃や大規模テロといった事態は、絶対にあってほしくないが、今年７月、サミット視察のため訪英した際、ロンドンで爆破テロが発生した。憤りとともに、身近なところでこういうことが起こるのだと実感・痛感した。地球上の至るところで危機管理の重要性が高まっている今日、880万府民を抱える大阪府の責任も高まっていると認識している。
2007年の関空２期事業供用開始と合わせて、2008年サミットの関西誘致、また第二首都の議論でも首都代替機能として大阪をと申し上げているが、その前提は何をおいても安全な街、そして危機管理が万全にできるということ。
国民保護計画がしっかりとしたものになるよう、私自身も決意を新たにするとともに、皆様方にもより積極的にご参画いただけるようお願いしたい。
なお、計画策定にあたっては、府民が関心を持って、いざというときに間違いのない行動がとれるよう、ＰＲ・啓発が大事。府民の方々に危機管理の意識が強く伝わっていくような機会も作っていきたいと考えている。

■ 議題１　パブリックコメント手続きの結果(案)について
・９月の協議会で取りまとめた「国民保護計画(概案)」について実施したパブリックコメントの結果(資料２)及び府議会への説明結果(資料３)を、事務局より説明。
⇒「パブリックコメント手続き結果」について、事務局案どおり公表することを了承。
■ 議題２　大阪府国民保護計画(答申案)について

・大阪府国民保護計画の答申案(資料１)について、計画概案からの主な変更点(資料４)　を、事務局より説明。
⇒ 案のとおり協議会として答申することを決定。
■ 議題３　今後の業務の進め方について
・国民保護計画の策定スケジュール(資料５)、大阪府における武力攻撃事態想定調査(資　料６)、大阪府市町村国民保護研究会の設置(資料７)について、事務局より説明。

【委員意見】
・　事態想定・対応シナリオは非常に重要。時間軸・距離軸で整理すれば類型化はできるので、シナリオの数をあまり増やさない方がよい。
・　訓練では、医療については、病院に運び込んだらおしまいとなりがちだが、その後の対応もシナリオに書き込んでほしい。
・　いろいろなシミュレーションをやっているが、仮想敵国とか仮想テログループなどが想定されると、デマが瞬時に広がる。特定のグループが偏見の下でハラスメントされることがないようにすべき。
■ 知事閉会挨拶 (概要)

今後は、答申を踏まえ、府として計画案を作成し、内閣総理大臣への協議を経て、閣議決定をもって計画策定となる。ただ、国民保護の取り組みは、計画ができたら終わりということではなく、これがスタート。来年度は、シミュレーション調査の成果を活かし、実施マニュアルを作成したいと考えており、引き続きご協力をお願いしたい。
